
福
岡
市
内
の
企
業
の

新
入
社
員
研
修
で
、

新
聞
の
読
み
方
を
教

え
て
や
っ
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
若
者

の
新
聞
離
れ
は
著
し
く
、
新
聞
を

ほ
と
ん
ど
読
ま
ず
に
ス
マ
ホ
で
ニ

ュ
ー
ス
を
見
て
社
会
人
に
な
っ
て

い
る
。
で
も
得
意
先
に
は
中
高
年

が
多
い
。
そ
の
日
の
新
聞
を
読
ん

で
い
な
い
と
商
談
も
ま
ま
な
ら
な

い
▼
東
京
大
の
学
長
が
今
年
の
入

学
式
で
新
入
生
に
新
聞
を
も
っ
と

読
め
と
訓
示
し
た
。
訓
示
は
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
に
も
関
心
を
示
す
よ

う
促
し
て
い
る
。
大
学
在
学
中
は

図
書
館
に
行
き
、
英
字
紙
も
含
め

複
数
の
新
聞
を
読
み
比
べ
る
の
が

一
番
良
い
と
思
う
▼
６
月
１
日
か

ら
企
業
の
採
用
面
接
が
本
格
化
す

る
。
昔
は
「
君
は
新
聞
も
読
ん
ど

ら
ん
の
か
」
と
あ
き
れ
ら
れ
て
い

た
。
今
は
「
君
は
新
聞
を
読
ん
ど

る
の
か
」と
褒
め
ら
れ
る
時
代
か
。

採
用
面
接
時
に
新
聞
を
読
み
比
べ

て
い
る
学
生
に
は
加
点
す
る
企
業

が
増
え
れ
ば
、
入
社
後
に
貴
重
な

時
間
を
割
く
必
要
は
な
く
な
る
。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
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久留米工業大 福岡県久留米市

緒方 光教授

トヨタ の車作り伝授

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
か
ら
今

春
、
故
郷
の
福
岡
県
久
留
米
市
に

あ
る
久
留
米
工
業
大
に
出
向
し
、

設
計
工
学
を
教

え
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
動

車
に
入
社
し
た

の
は
１
９
８
２

年
。
設
計
に
始

ま
り
、
生
産
の

現
場
な
ど
を
経
て
、

年
に
ト
ヨ

タ
九
州
の
創
設
と
同
時
に
福
岡
に

戻
っ
た
。
近
年
は
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究

開
発
）
部
門
に
所
属
し
て
大
学
や

企
業
を
回
り
「
レ
ク
サ
ス
を
良
く

す
る
た
め
の
技
術
や
組
織
の
あ
り

方
を
探
っ
て
き
た
」
。

久
工
大
で
は
日
産
自
動
車
や
マ

ツ
ダ
、
三
菱
自
動
車
出
身
の
技
術

者
も
教
壇
に
立
つ
。
自
動
車
産
業

に
関
す
る
教
育
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
、
大
学
院
で
世
界

の
車
作
り
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ヨ
タ

で
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
た
「
ト

ヨ
タ
学
」
の
開
講
準
備
を
進
め
て

お
り
「
技
術
だ
け
で
な
く
物
流
や

販
売
も
含
め
た
手
法
を
紹
介
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

□
Ｑ
Ｔ
ネ
ッ
ト
が
事
業
継
続
格

付
け
で
最
高
ラ
ン
ク
に

九
州
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｑ
Ｔ
ネ
ッ
ト
、

福
岡
市
）
は
、
災
害
や
テ
ロ
に
備

え
た
事
業
継
続
計
画
を
評
価
す
る

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格

付
け
で
、
２
年
連
続
で
最
高
ラ
ン

ク
に
選
ば
れ
た
。

同
行
が
、
融
資
を
申
し
込
ん
だ

企
業
を
対
象
に
審
査
を
実
施
。
４

段
階
の
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て
、
金

利
を
優
遇
し
て
い
る
。
Ｑ
Ｔ
ネ
ッ

ト
は
、
震
度
７
の
地
震
が
来
て
も

業
務
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
免

震
構
造
の
ビ
ル
に
交
換
機
や
サ
ー

バ
ー
な
ど
の
重
要
設
備
を
置
い
て

い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

□
粉
し
ょ
う
ゆ
発
売

老
舗
し

ょ
う
ゆ
店
ジ
ョ
ー
キ
ュ
ウ
（
福
岡

市
）
は
粉
末
状
の
し
ょ
う
ゆ
「
楠

屋
（
く
す
の
き

や
）
粉
し
ょ
う

ゆ
」

を
発
売
し
た
。

登
録
有
形
文

化
財
の
同
社
の

仕
込
み
蔵
で
醸

造
し
た
し
ょ
う

ゆ
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工
し
、

国
産
の
ゆ
ず
と
唐
辛
子
を
合
わ
せ

た
。
１
袋
５
㌘
の
６
袋
入
り
で
、

美
濃
焼
の
小
皿
が
付
い
て
希
望
小

売
価
格
は
税
込
み
１
２
９
６
円
。

同
社
の
店
舗
や
通
販
で
販
売
中
。
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※一部速報値を含む。▲はマイナス。鉱工業

指数、消費者物価指数は2010年を100。消費者

物価指数、有効求人倍率の比較数字は実数。鉱

工業指数、有効求人倍率は季節調整値。百貨店

・スーパー販売額は全店ベース。外国人入国者

数は特例上陸（主にクルーズ船客）を含まない。

貸出約定平均金利は２月の値で九州沖縄地銀

行の新規実行・総合。比較数字は㌽。
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熊
本
地
震
に
よ
る
消
費
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
被
災
に
よ
る
店
舗
休
業
に
加
え
、

心
理
的
な
影
響
に
よ
る
「
買
い
控
え
」
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
日
本
百
貨
店
協
会
が
ま
と
め
た

４
月
の
売
上
高
で
、
福
岡
市
内
の
４
店
は
全
国

都
市
の
中
で
、
福
岡
市
を
除
く
九
州
・
沖
縄

の

店
は
全
国
８
地
区
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
の
減
少
幅
と
な
っ
た
。
一
方
、
復
興
の
動
き

も
徐
々
に
進
み
、
熊
本
市
の
鶴
屋
百
貨
店
は
６
月
１
日
に
全
館
で
通
常
営
業
に
戻
る
。
消
費
の

現
状
と
今
後
の
方
策
を
、
鶴
屋
百
貨
店
の
久
我
彰
登
社
長
に
聞
い
た
。

地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
と
な

る

日
に
、
本
館
の
食
品
や
化

粧
品
フ
ロ
ア
の
営
業
を
再
開
し

た
。
発
生
か
ら
少
し
時
間
が
た

ち
「
百
貨
店
で
お
い
し
い
食
品

が
食
べ
た
い
」
な
ど
の
要
望
が

あ
る
の
に
応
え
た
か
っ
た
の

と
、
鶴
屋
を
販
路
に
し
て
い
る

地
元
の
取
引
先
が
食
品
だ
け
で

約
１
０
０
社
あ
り
、
店
を
開
け

る
責
任
が
あ
る
と
考
え
、
と
に

か
く
再
開
を
急
い
だ
。

日
の
売
り
場
は
大
変
に
ぎ

わ
い
、
涙
を
浮
か
べ
て
喜
ぶ
お

客
さ
ま
も
い
た
そ
う
だ
。
当
日

の
食
品
の
売
り
上
げ
は
、
前
年

同
日
比
で
約
２
倍
。
総
菜
か
ら

贈
答
用
の
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ

ま
で
全
体
的
に
よ
く
売
れ
た
。

ま
だ
本
館
の
上
層
階
は
開
け

て
い
な
い
が
、
再
開
後
、
入
店

者
数
は
前
年
を
上
回
っ
て
い

る
。
営
業
フ
ロ
ア
を
広
げ
た

日
以
降
は
前
年
比

％
以
上
の

プ
ラ
ス
だ
。
全
国
か
ら
支
援
や

お
見

い
を
い
た
だ
い
た
お
礼

を
贈
り
た
い
と
い
う
需
要
が
あ

り
、
よ
く
利
用
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
昨
年
よ
り
店

休
日
を
減
ら
し
て
営
業
日
を
確

保
し
、
休
業
で
減
少
し
た
売
り

上
げ
を
取
り
戻
し
た
い
。

た
だ
、
今
後
の
消
費
動
向
は

正
直
分
か
ら
な
い
。
予
断
を
許

さ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
地
域
唯
一
の
デ
パ
ー
ト

と
し
て
「
お
客
さ
ま
と
と
も
に

あ
ろ
う
」
と
い
う
原
点
を
も
う

一
度
見
つ
め
る
こ
と
に
し
た
。

実
は
今
年
の
営
業
指
針
で
は

「
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
強
化
」
な
ど
を

掲
げ
て
い
た
が
、
震
災
で
方
針

転
換
し
た
。

現
場
で
は
既
に
実
践
が
進
ん

で
い
て
、
例
え
ば
あ
る
化
粧
品

の
担
当
者
は
い
つ
も
よ
り
長
く

手
を
握
り
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
す
る
接
客
を
し
て
い
る
。
精

神
面
で
も
過
酷
な
時
間
を
過

ご
し
た
人
が
多
い
の
で
、
お
客

さ
ま
の
声
を
よ
く
聞
い
て
百
貨

店
な
ら
で
は
の
役
割
を
果
た

す
。６

月

日
か
ら
本
格
的
に
売

り
出
す
お
中
元
で
は
「
熊
本
を

贈
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
。

百
貨
店
は
県
内
の
事
業
者
に
と

っ
て
重
要
な
媒
介
者
だ
。
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
を
集
め
て
応
援
し

て
い
き
た
い
。

６
月
に
は
、
周
辺
の
商
店
街

や
商
業
施
設
と
連
携
し
、
熊
本

市
中
心
部
の
街
全
体
で
「
復
興

応
援
事
業
」
も
進
め
る
。
鶴
屋

百
貨
店
も
１
日
の
通
常
営
業
再

開
に
合
わ
せ
て
全
館
で
セ
ー
ル

を
行
う
。
元
気
に
な
っ
た
街
な

か
に
来
て
お
金
を
使
っ
て
も
ら

い
、
熊
本
の
経
済
活
動
が
回
り

始
め
る
契
機
に
し
た
い
。

（
聞
き
手
は
石
田
剛
）

九州地区の主要経済指標（ 月）

■鉱工業指数
生 産

出 荷

在 庫

九州
（全国）
九州

（全国）
九州

（全国）

前月比
前 年
同月比

■主要製造業
粗鋼生産量
自動車生産台数

ＩＣ
生産量
生産額

■建設

公共工事保証額
新設住宅着工

■消費
百貨店販売額
スーパー販売額
新車登録台数
消費者物価指数
世帯実収入
世帯消費支出

■運輸・観光
ＪＲ

航空

旅客
旅客
貨物

■金融・雇用
預金残高
貸出残高
貸出約定平均金利

企業倒産
件数
負債額

有効求人倍率

■輸出入
輸出額
輸入額

千㌧
百台
百万個
億円

億円
戸

億円
〃
台

万円
万円

万人
万人
㌧

兆円
〃

件
億円
倍

億円
〃
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外国人入国者数 万人
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05
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36
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05
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12
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0009
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099
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32
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20倍
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344
1038
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30
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0060
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３

1038
966
1080
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1238
693
486
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8033
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久
我
彰
登
・
鶴
屋
百
貨
店
社
長
に
聞
く

一
部
営
業
再
開
し
、
来
店

客
で
に
ぎ
わ
う
鶴
屋
百
貨

店
。
６
月
１
日
に
は
全
館

で
再
開
す
る

熊
本
市
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

連
結
ベ
ー
ス

売
上
高

経
常

利
益

純
利
益
の
順
で
単
位
は

１
０
０
万
円
。

内
は
前
年

同
期
比
増
減
率
％
。
▲
は
赤
字

ま
た
は
マ
イ
ナ
ス

【
４
月
中
間
】

ア
イ
・
ケ
イ
・
ケ
イ
（
佐
賀
県

伊
万
里
市
）

８
、
２
１
９
（

・
３
）

７
９
６
（

・
５
）

４
３
４
（
３
・
０
倍
）

昨
年
３
月
に
広
島
市
で
新
た
な

結
婚
式
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と

な
ど
で
、
メ
イ
ン
の
婚
礼
事
業
が

好
調
だ
っ
た
。
中
間
期
と
し
て
２

年
ぶ
り
の
増
収
増
益
。

ＺＺＺＹ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

前
回
予
想
↓
今
回
修
正
、
単

位
１
０
０
万
円
。
▲
は
赤
字

福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
福
岡

市
）
６
月
期
連
結

売
上
高
６
、
３
０
０
↓
６
、
４

５
０
▽
経
常
利
益
３
６
０
↓
５
０

０
▽
純
利
益
１
７
０
↓
２
６
０

九
州
や
東
北
の
自
治
体
な
ど
で

交
通
計
画
事
業
の
受
注
が
伸
び
、

売
上
高
、
利
益
と
も
に
予
想
を
上

回
る
見
込
み
に
な
っ
た
。

Ｃ
Ｆ
活
用
促
進

新
組
織
が
始
動

佐
賀
共
栄
銀

佐
賀
共
栄
銀
行
（
佐
賀
市
）

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資

金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
の
活
用
を
支

援
す
る
新
組
織
「
ク
ラ
ウ
ド
Ｓ

ａ
ｇ
ａ
」
の
運
用
を
始
め
た
。

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掘
り
起
こ
し
、
創

業
の
機
運
を
高
め
る
の
が
狙

い
。
最
初
の
案
件
と
し
て
、
佐

賀
市
で
子
ど
も
食
堂
の
運
営
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
２
団
体
が

Ｃ
Ｆ
に
よ
る
資
金
集
め
を
始
め

た
。ク

ラ
ウ
ド
Ｓ
ａ
ｇ
ａ
は
、
公

益
財
団
法
人
佐
賀
未
来
創
造
基

金
（
佐
賀
市
）
、
一
般
社
団
法

人
市
民
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
同
）と
共
同
で
４
月
に
設
立
。

資
金
面
で
事
業
者
を
支
え
る
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
Ｃ
Ｆ
の
活

用
に
適
し
た
案
件
を
探
し
、
サ

イ
ト
の
作
成
な
ど
の
運
営
方
法

に
助
言
す
る
。
今
後
、
佐
賀
県

や
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
協
力

し
案
件
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
。Ｃ

Ｆ
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
個
人

や
企
業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ア

イ
デ
ア
を
公
開
し
、
賛
同
者
か

ら
資
金
を
集
め
る
仕
組
み
。
新

た
な
資
金
調
達
法
と
し
て
広
が

っ
て
お
り
、
十
八
銀
行
（
長
崎

市
）
も
４
月
か
ら
同
様
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

（
川
崎
弘
）
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鯨

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
（
福
岡

市
）
が
発
表
し
た
今
年
夏
の
ボ

ー
ナ
ス
調
査
で
、
「
前
年
夏
よ

り
多
く
な
る
」
と
回
答
し
た
の

は
全
体
の

・
０
％
で
、
昨
年

の
調
査
か
ら
３
・
５
㌽
減
少
し

た
。
減
少
は
４
年
ぶ
り
。
調
査

担
当
者
は
「
株
価
下
落
や
中
国

経
済
の
動
向
を
受
け
、
景
気
回

復
が
鈍
化
し
て
い
る
」
と
分
析

し
て
い
る
。

「
前
年
夏
よ
り
少
な
く
な
る
」

と
回
答
し
た
の
は
、
４
・
６
㌽

減
の
９
・
９
％
で
、過
去
最
低
。

景
気
の
不
透
明
感
の
一
方
で
、

賃
上
げ
ム
ー
ド
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
う
か
が
え
た
。

具
体
的
な
使
い
道
（
三
つ
ま

で
回
答
可
）
は
、
貯
蓄
が

・

７
％
で
最
多
。
前
回
調
査
で
初

め
て
首
位
に
な
っ
た
旅
行
・
レ

ジ
ャ
ー
は

・
６
％
で
２
位
。

３
位
は
子
ど
も
の
教
育
費
で

・
８
％
だ
っ
た
。
ボ
ー
ナ
ス
の

中
で
自
由
に
使
え
る
金
額
は
、

夫
が
７
千
円
減
の
６
万
２
千

円
、
妻
が
４
千
円
減
の
４
万
８

千
円
だ
っ
た
。

調
査
は
４
月
１
〜

日
に
、

福
岡
県
内
の

〜

代
の
主
婦

５
０
０
人
を
対
象
に
実
施
。

・
４
％
に
当
た
る
４
８
２
人
が

回
答
し
た
。

（
川
崎
弘
）

夏ボーナス増

４年ぶりに減少
減る は過去最低

西
シ
銀
調
べ

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
食
品

メ
ー
カ
ー
「
マ
ル
キ
ン
食
品
」

（
熊
本
市
）
は

日
、
宇
土
工

場
（
熊
本
県
宇
土
市
）
で
納
豆

の
出
荷
を
再
開
し
た
。
地
震
後

に
全
生
産
を
停
止
し
た
が
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
「
元
気
納
豆
」
シ

リ
ー
ズ
の
２
種
類
の
生
産
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

日
以
降
順
次
、

九
州
や
西
日
本
地
区
の
小
売
店

の
店
頭
に
並
ぶ
。

工
場
は
、
４
月

日
の
本
震

で
建
物
や
設
備
が
損
傷
。
生
産

の
た
め
に
最
低
限
必
要
な
補
修

を
終
え
、

日
か
ら
工
場
を
再

稼
働
し
た
。
通
常
な
ら
委
託
生

産
も
含
め
て
約

種
類
を
１
日

万
〜

万
個
生
産
す
る
が
、

復
旧
は
３
分
の
２
程
度
。
元
気

納
豆
の
「
九
州
本
仕
込
み
」
と

「
昆
布
た
れ
付
」
の
主
力
２
種

類
に
絞
り
、
効
率
的
な
生
産
で

出
荷
量
を
上
げ
る
考
え
だ
。

同
社
に
よ
る
と
、
地
震
後
、

県
内
外
の
消
費
者
か
ら
「
頑
張

っ
て
」
「
早
期
再
開
を
」
と
励

ま
し
を
受
け
た
。
他
社
製
品
に

切
り
替
え
た
小
売
店
か
ら
、
元

気
納
豆
を
積
極
的
に
展
開
す
る

と
の
声
も
あ
る
と
い
う
。
再
開

に
当
た
り
、
九
州
本
仕
込
み
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
「
が
ん
ば
ろ
う

く
ま
も
と
」の
文
言
を
入
れ
、

熊
本
産
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

日
に

万
個
を
出
荷
し
た
松
永
政
広

工
場
長
は
「
被
災
し
た
け
ど
頑

張
っ
て
い
る
。
県
外
に
も
熊
本

の
元
気
を
伝
え
た
い
」
と
語
っ

た
。

（
中
野
雄
策
）

マルキン 納豆出荷再開 宇土市

納
豆
の
出
荷
を
再
開
し
た
マ
ル
キ
ン
食
品
宇
土
工
場

日
、
熊
本
県
宇
土
市

バナメイエビの養殖場新設の立

地協定を結んだ鹿児島県南九州

市の塗木弘幸市長（左）と日本

水産中央研究所の山下伸也所長

＝ 日、南九州市役所
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バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
養
殖
へ

南
九
州
市
と
立
地
協
定

日本水産日
本
水
産
が
鹿
児
島
県
南
九

州
市
頴
娃
町
に
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ

の
養
殖
場
を
新
設
す
る
こ
と
に

な
り

日
、
同
市
と
立
地
協
定

を
締
結
し
た
。
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ

は
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の

冷
凍
輸
入
が
大
半
で
、
国
内
の

エ
ビ
消
費
量
の
約
半
分
を
占
め

る
。
同
社
は
、
国
内
養
殖
で
安

心
安
全
の
付
加
価
値
が
あ
り
、

生
食
も
で
き
る
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ

を
通
年
出
荷
で
き
る
態
勢
を
構

築
し
、
市
場
に
新
規
参
入
し
た

い
考
え
だ
。

南
九
州
市
の
養
殖
場
は
横

㍍
、
縦
６
㍍
、
水
深
１
㍍
の
池

三
つ
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
、
池

は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
覆
う
。

水
温
を

〜

度
に
管
理
し
、

約
４
カ
月
の
飼
育
で

㌢
ほ
ど

に
な
っ
た
成
魚
を
出
荷
す
る
。

１
ユ
ニ
ッ
ト
目
を
５
月
に
着

工
、

月
に
操
業
開
始
の
予
定
。

数
年
内
に
３
ユ
ニ
ッ
ト
を
整
備

す
る
計
画
で
、
年
２
０
０
㌧
を

生
産
、
約
１
８
０
０
万
円
の
売

り
上
げ
を
見
込
む
。
投
資
額
は

約
４
億
２
千
万
円
。

同
社
に
よ
る
と
、
２
０
１
１

年
度
か
ら
大
分
県
佐
伯
市
の
中

央
研
究
所
施
設
で
養
殖
技
術
の

開
発
に
着
手
。
海
水
中
の
微
生

物
が
水
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
養
殖
場
か
ら
の
排
水
が
不

要
と
な
る
新
技
術
を
確
立
し

た
。
養
殖
エ
ビ
は
食
感
が
ぷ
り

ぷ
り
し
て
う
ま
み
が
あ
る
と
評

価
が
高
い
と
い
う
。

養
殖
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
は
白
く

て
透
明
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
社
は
「
白し

ら

姫
え
び
」
の
ブ
ラ

ン
ド
名
で
販
売
、
主
に
回
転
す

し
店
の
食
材
と
す
る
計
画
だ
。

中
央
研
究
所
の
山
下
伸
也
所
長

は
「
南
九
州
で
の
事
業
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
に
養
殖
拠
点
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

（
上
野
和
重
）

楽
天
モ
バ
イ
ル
専
門

福
岡
に
九
州
１
号
店

楽
天
が
展
開
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
「
楽
天
モ
バ
イ
ル
」
の

九
州
初
の
専
門
店
が

日
、
福

岡
市
・
天
神
の
天
神
地
下
街
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
国
内
外
の
メ

ー
カ
ー
の
端
末
を
取
り
そ
ろ

え
、
大
手
携
帯
電
話
会
社
よ
り

も
低
価
格
で
提
供
す
る
。

楽
天
モ
バ
イ
ル
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
回
線
を
借
り
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
。
５
分
間
か
け
放
題

の
通
話
料
と
５
㌐

の
デ
ー
タ

通
信
料
で
月
額
３
千
円
と
、
大

手
の
４
割
程
度
に
抑
え
て
い

る
。
新
店
舗
に
は

種
類
の
端

末
を
展
示
、
全
国
の
店
舗
で
最

多
の

席
で
接
客
す
る
。
開
店

式
典
で
楽
天
の
平
井
康
文
副
社

長
は
「
直
接
触
れ
る
場
が
で
き

て
販
売
は
大
き
く
伸
長
す
る
と

思
う
。
今
後
は
家
電
量
販
店
で

の
販
売
も
進
め
る
」と
語
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
｜

福
岡
線
か
ら
撤
退

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー

格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ア
ジ
ア

は
福
岡
｜
バ
ン
コ
ク
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
線
を
運
休
す
る
。

月

１
日
が
最
終
便
と
な
る
予
定
。

現
時
点
で
再
開
予
定
は
な
く
、

事
実
上
の
撤
退
と
な
る
。

２
０
１
４
年
６
月
に
就
航
。

現
在
は
週
５
〜
７
往
復
を
運
航

し
て
い
る
。
同
社
は
「
ア
ジ
ア

路
線
全
体
の

運
航
便
数
や
コ

ス
ト
を
最
適
化
す
る
た
め
」
と

し
て
い
る
。
福
岡
空
港
で
は
、

バ
ン
コ
ク
線
は
タ
イ
国
際
航

空
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
線
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
航
空
が
運
航
し
て
い

る
。
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